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恒常在高法の批判的考察 (1)・・ ・・中居文治 49 








































旦の「ピリーパーズJ(Believers， by Janice Holt Giles， 1957)である D それ
は， 1810年ころのヶγ タヅキーはサウス・ユユオゾのVエーカーズを対象とし
ている。 つぎは， ノイエスの「アメリカ社会主義史J(History 01 A四昨日制
Socialis耐久 by}ohn Humphrey Noyes)が引くととろのマクドナノレド (Ma-
cdonald)の記録である。それは1842年から1843年にかけてのレパノ Yの本拠に
おげるジエーカーズを対象としている。最後にあげられるのはノノレドホップの
「合衆国における共産社会J(The白附師側目恥 50日 etiesof the U-nited States， 
































婦人の場合でいえば， ドレス 2着， γ ャツ 2着，帽子2箇，ポy ネッツ 2筒。
1)“ each week-day throughout the year was the四 rne.." John I-Iumphrey Noycs 
Histo叩 01Amc'Yican Socialisms， Philadelphia， 1870. p. 600 
2) Janice Holt Giles， The Believe'Ys， Boston， 1957. p. 1:21; Everett Webber， Escapo to 
Utopia， Tke CommunaZ l1fovement i偽 Amenc沼， New York， 1959， p. 57; Charles 





























3) J. H. .Giles. ibid.， p. 111 
4) C. NC}rohoff， ~bid. ， pp. 150-151 
5) J. H. Giles， ibid.， p.115 


























6) Ibid.. p. 143 
7) E. Webber， ibid.， p. 57 
8) J. H. Giles， ibid.， p. 121 
9) E. Webber， ibid.. p. 57 





ろとせられている1ヘ男性の室では司便器 (chamberpods， QT the slops)壱










みのレベッカをして. iγ エーカーの団体の一つの最蓮如宜awin the Shaker 
organization)は，まず，なによりも，あまりに規則が多しあまりに窮窟で







11) E. Webber，包bid.，p. 57; J. H. Gi1es， zbid.， p.121; C. Nordhoff，包bid.，p. 140 
12) J. H. Gilcs，品id.，p. 121 
13) E. Webber， ibid.， p. 57 
14) C. Nordhoff， ib~à. ， p. 140; E. Webber. ibtd.. p. 57 
15) E 、Nebber，佑 i.，p. 57. 
16) J. H. Gilcs， ibid.， p. 126 









俗のひとが手をのべてきたら. r礼儀上J(for civllity)握手せねばならない。 しか
しながら，もし，その手が異性のものであれば，シェーカーたるものは，その接触の
ことを， ミー チγグに出席するにさきだち，エルダ ，または，エノレドレスに報告す
るを要する。もし，あるプラザ が，なにごとによらずあやまちをおかすところをみ
られたるときは，かれは懲戒を受けねばならない一一一そして，その場合，もし，かれ





でてゆくことになっている。女性は. IつまさきであゆむJ(go on the toes) 
ように命ぜられている。しかも，ただ， それだけではない。「左の腕は腹の上
でまげ，右手はからだの側面にあて，指先は栂指にあてるJ(left arm folded ♂ 





17) E. Webber， ibid.， p. 59 
18) Ibid.， p. 57 
a (290) 第95巻第4号
(work duties) とし、う。それは， 1，、ま，これを女性についていえば， ベッド
をととのえること，室の清掃，事物の整頓が， その一つ (therewas a duty 
for making beds and sweeping the chamber;問 puteverything to the 




















19) J. H. Giles，品id.，p. 115 
20) C. Nordhoff， ibid.， p. 140 
21) J. H. Giles， ibid.， p.115 
22) Ibul， 
23) E. Webbe:r，耐，1.， p. 57 


























ベヅドづくり (tomake the beds)は，わたくしたちの当番ではなかった。わたく
24) -C. Nordhoff，包bt'd.，p. 140 























































雅致をそえるはたらきもしてい右 3九 1870年ごろ，各地のγ エーカー・ピリヅ
26) J. H. Gi1es.品川町 pp.121-124 
27) ]. H. Noyes， ibid.. p. 600 























































































36) J. H. Giles，幼id.，p. 124. 
37) J. H. Noyes， ibid.， pp. 600-601 
38) J. H. Giles， ibid.， p. 125 



























41) C. Nordhoff， ibid.. pp. 141-14:2 
42) E. Webber， ibid.. p. 58 




























45) J. 1王 Noyes，包bid.，p. 601 






















った o そして，ピユーは手ド常につかれ，そのために，かの女のみじめな としおいた






(7) Ibid.， pp. 127-128 
















2人のエノレタ スと 2人のエルドレシズがニヰノレダ の宝でかれらのミ チング壱も








エー カー ズではなし、， と， みなされるからである。 シェ←カーに入団するものは，
(8) J. H. Gilest ~bid. ， p. 127; J. H. Noyes， ib~d. ， p. 601 































50) Ibid.， pp. 601-602 
51) C. Nordhoff， ibid.， p.124 
.52) Ibid 




























20. ('02) 第 95若草4号
る。






聖なることと神への帰依 (holinessof living and consecration to Goのにつし、
アドνス
て，みじかい演説をする。っついてエノレドレスがおなLことをする。そこで，列がく





















ing a blcssing). と，よばれる。 プラザーまたはシスターのたれかがかれらにいの
りと同情をもとめるときには，かれらは，おなじような動作でもって，かれらの両手























へッド氏 (AssistantHead Master， Charles Dingman Brodhead)が，わた
〈しを出迎に来てくださコていた。スプリ Y!i'フィーノレドの博物館から，電話
で，すでに，紹介してあったからのよし。 1932年 9月以来，デエーカーのあと
は.ダヅロー・スグーノレ (DarrowSchool)とな η ているのであ志。同校のか
53) Ibid.， pp. 143-144 





















































プ、テップC:，すりあ G (the shuffle)のもので，あった。たれにでもできた。だ治"
プラザー・ベンジャミ Yがおしえたフ元 メ ジョソをみて，まったく，驚嘆したu
ダシスは兵士の教練のように進行した。はじめは，密集して，男女が廿かいあってす





































o calvini criste 1 no vole， 
Calvini criste liste um， 
I-no vole vinin ne vite 



















54) J. H. Giles， ibid.， pp. 128-130. 
第4号
起床より就床まで，かれらのうごきゆくあとをおうてその一日の行動をながめ
これによって，特異なかれらの行状が，
第95巻(308) 26 
シェーカそれを通じて，そして，た。
わたくしのねがし、はかなあきらかとなれば，ーの組織が，いささかなりとも，
? ? ??????
?
? ????????
?
?? 」『 」
それにしても，
表由にすぎない。
もてがある。いわんや複雑・怪奇な人聞のっくりいEなむ社会においておやと
し由、しなカずら，
なにごとにも裏面というものがある。
ったわけである。
あるいは，かれら γそういえば，もっとも，し、わな吋ればならないであろう。
それだからこそ，俗世をさけて隠遁したのではなかっ
だが，それにしても，そのため，かれ
むりが生じたとみられるふしがないとは，いえない
と，いうひとがあるかもしれない。
エーカーのひとびとは，
fこカ、，
らの生活には，かえって，
たとえば，かれらかれらのセりパジーをみよ，のではなかろうか。たとえば，
ここでみたあの規則づくめの窮窟きわまる生fニ土えI:I，また，の共産をみよ。
活様式をみよn そこには自然E人性に，かならずしも，即す芯とはいいがたい
ものが，はたしてないと，断じうるであろうか。
そう断ずるわけにゆかないとすれば，われわれは，いま，
そう断ずるわけにおそらく，
はゆかないであろう。
われわれのみてきたところの，裡側に，いくたの複雑・怪奇な事情が伏在する
ことをみとめないわけにはゆかないであろう。しかちば， γ エーカーをきわめ
ここにうかがったところだけで満足する乙とんとすれば，われわれは，いま，
ゆるされないはずである。か〈て，われわれは，さらにすすんで，そこに
かもし出される，人性および人世のもろもろの複雑・怪奇な様相をたずねうか
は，
がわねばならないことになるであろう o わたくしは，稿をあらため筆硯を新に
それをこころみるところあるであろう。して，
